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いつまでも住み慣れた場所で
安心して生活を

いつまでも住み慣れた場所で
安心して生活を

簡単なストレッチを学ぶ参加者 

※時間はすべて午後１時３０分～３時 

熱心に相談を聞く職員（奥） 

７月に開催された、介護予防のつどい 
では、福祉用具をたくさん紹介 

いきいき教室の日程 

可児市の高齢者・高齢者世帯の割合（１０月１日現在） 可児市の年度別高齢化率（４月１日現在） 

　 期　日　　　　   場　　所 
 ９／８（月）　桜ケ丘公民館 
        １０（水）　帷子公民館 
 １０／９（木）　春里公民館 
        １７（金）　川合公民館 
１１／１２（水）　帷子公民館 
        １７（月）　桜ケ丘公民館 
１２／１５（月）　春里公民館 
        １９（金）　川合公民館 

介護保険に 
関すること  
9.5%（６１６件） 

その他介護など 
に関すること  
12.2%（７９４件） 

福祉サービス 
に関すること  
34.8%（２,２５９件） 

生活・経済に 
関すること  
27.1%（１,７５６件） 

相談件数 
６,４８５件 

医療に関す 
ること  
16.3%（１,０６０件） 

よ
く
あ
る
相
談
　
Ｑ
＆
Ａ

高
齢
化
で
家
族
の

高
齢
化
で
家
族
の 

介
護
負
担
が
増
加

介
護
負
担
が
増
加 

 

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー 

年
を
取
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
困
り
事
が
出
て
き
ま
す
。
一
緒
に
暮
ら
す
家
族
に
と
っ
て
も
、
心
配
は
尽
き
ま
せ
ん
。 

そ
こ
で
高
齢
者
を
手
助
け
す
る
た
め
、
相
談
を
受
け
た
り
、
保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
案
内
や
申
請
の
代
行
な
ど 

を
行
う
の
が
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。 

今
回
は
、
高
齢
化
の
実
情
と
、
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
応
援
す
る
、
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。 

高
齢
者

高
齢
者
の
生
活
を
手
助
け

生
活
を
手
助
け 
高
齢
者
の
生
活
を
手
助
け 

高
齢
化
で
家
族
の 

介
護
負
担
が
増
加 

 

　
急
速
な
人
口
の
高
齢
化
の
進
展
に

伴
い
、
寝
た
き
り
や
痴
ほ
う
な
ど
に

よ
り
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
が
、

全
国
で
三
百
四
十
万
人
を
超
え
て
お

り
、
毎
年
約
四
十
万
人
ず
つ
増
加
し

て
い
ま
す
。 

　
国
勢
調
査
な
ど
の
推
計
に
よ
る
と
、

少
子
・
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
二

十
一
世
紀
の
半
ば
に
は
、
高
齢
化
率

三
十
五
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
国
民
の

三
人
に
一
人
が
六
十
五
歳
以
上
の
高

齢
者
と
い
う
、
超
高
齢
社
会
を
迎
え 

る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
可
児
市
に
お
い
て
も
、
介
護
を
必

要
と
す
る
高
齢
者
が
、
千
六
百
人
を

超
え
て
お
り
、
毎
年
約
百
五
十
人
ず

つ
増
加
し
て
い
ま
す
。 

　
高
齢
者
の
割
合
は
、
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
六
十

五
歳
か
ら
七
十
四
歳
ま
で
の
前
期
高

齢
者
の
人
口
割
合
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高

齢
者
夫
婦
世
帯
も
着
実
に
増
加
し
て

い
る
こ
と
も
注
意
す
べ
き
点
で
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
高
齢
化
が
進
み
、
介

護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
の
人
数
も

年
々
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
一
方
で
、
核
家
族
化
な
ど
に

よ
り
家
族
の
介
護
機
能
も
変
化
し
、

家
族
の
介
護
負
担
も
過
重
し
て
き
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
支
援
セ
ン
タ
ー

の
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
な
も
の
と

な
っ
て
き
ま
す
。 

 年  

平成５年  

７年  

１０年  

１２年  

１５年  

総人口（人） 

８４,３８３ 

８７,３６７ 

９１,４０１ 

９３,４２０ 

９６,６６６ 

世帯数（世帯） 

２４,７１９ 

２６,３６８ 

２９,０７２ 

３０,４４３ 

３３,１６０ 

６５歳以上（人） 

７,８９５ 

８,８５７ 

１０,５２６ 

１１,６０１ 

１３,３２０ 

高齢化率（％） 

９.３６ 

１０.１４ 

１１.５２ 

１２.４２ 

１３.７８ 

平均年齢（歳） 

３５.５１ 

３６.３５ 

３７.６５ 

３８.４９ 

３９.５４ 

 
前期高齢者（６５～７４歳） 
後期高齢者（７５歳～） 

平成１０年 
７.２ 
４.３ 

１２年 
７.６ 
４.８ 

１５年 
８.２ 
５.６ 

２０年（予測） 
９.８ 
６.７ 

 
６５歳以上世帯の割合 
独居高齢者世帯の割合 
高齢者夫婦世帯 

昭和６０年 
２１.１ 
２.３ 
０.８ 

平成２年 
２１.９ 
３.３ 
１.１ 

７年 
２４.７ 
４.８ 
１.７ 

１２年 
２７.７ 
６.６ 
２.５ 

在
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で
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在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で 

窓
口
を
広
く 

 

　
市
は
、
高
齢
者
の
た
め
の
総
合
相

談
窓
口
と
し
て
、
市
内
四
カ
所
の
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
に
そ
の
業
務

を
委
託
し
て
い
ま
す
。 

　
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
、
保
健
や
福

祉
の
専
門
家
が
常
駐
し
、
情
報
の
提

供
や
保
健
・
福
祉
の
サ
ー
ビ
ス
が
総

合
的
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
関
係
機

関
と
の
連
絡
調
整
を
行
い
ま
す
。 

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し 

ま
す
。
ま
た
、
年
中
無
休
で
、
二
十

四
時
間
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
（
夜

間
・
休
日
は
連
絡
が
取
れ
る
程
度
） 

　
な
お
、
昨
年
度
の
相
談
状
況
は
左

記
グ
ラ
フ
の
通
り
で
す
。 

 

　
痴
ほ
う
性
高
齢
者
へ
の
対
応
の
仕

方
な
ど
、
介
護
に
関
す
る
相
談
を
行 

い
ま
す
。 

　
１４
年
度
は
、
相
談
が
４８
回
（
相
談

者
は
７３
人
）
あ
り
ま
し
た
。 

※
各
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
予
定
日

は
、
４
ペ
ー
ジ
で
紹
介
。 

 

い
き
い
き
教
室
で
介
護
予
防 

 

　
「
痴
ほ
う
予
防
」
「
転
倒
骨
折
予

防
」
「
食
生
活
改
善
」
に
関
す
る
教 

       

      

室
を
開
催
し
、
介
護
予
防
を
支
援
し

ま
す
。 

　
今
年
度
は
、
「
す
こ
や
か
な
生
活

は
転
倒
予
防
か
ら
〜
備
え
あ
れ
ば
転 

倒
な
し
」
を
テ
ー
マ
に
、
軽
い
体
操 

を
取
り
入
れ
た
教
室
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
少
人
数
で
も
開
催
し

ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。 

  

　
各
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
各
種
福

祉
用
具
を
常
設
展
示
し
て
お
り
、
利

用
方
法
な
ど
の
紹
介
を
し
ま
す
。
実

際
に
見
た
り
、
触
っ
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

●
主
な
展
示
品
　
つ
え
、
紙
お
む
つ
、

手
す
り
、
電
動
車
い
す
、
介
護
用

電
動
ベ
ッ
ト
、
手
押
し
車
な
ど 

※
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。 

 

よ
く
あ
る
相
談
　
Ｑ
＆
Ａ

 

　
支
援
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
る

相
談
事
の
中
か
ら
、
よ
く
あ
る
も

の
を
紹
介
し
ま
す
。 

Ｑ　
足
腰
が
弱
く
な
り
、
家
か
ら

ま
っ
た
く
出
ら
れ
ま
せ
ん
。
外

に
出
て
人
と
話
を
し
な
い
と
、

ボ
ケ
て
し
ま
い
そ
う
で
。 

Ａ　
介
護
認
定
を
受
け
る
前
で
あ

れ
ば
、
市
の
サ
ー
ビ
ス
に
「
い

き
い
き
倶
楽
部
」
が
あ
り
ま
す
。

週
に
１
度
、
福
寿
苑
（
大
森
）

で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を

し
て
、
１
日
を
過
ご
し
て
も
ら

い
ま
す
。
（
送
迎
あ
り
） 

Ｑ　
一
人
暮
ら
し
で
す
。
自
宅
内

で
倒
れ
た
ら
ど
う
し
よ
う
か
と
、 

（
４
ペ
ー
ジ
に
続
く
） 

痴
ほ
う
相
談
で
ア
ド
バ
イ
ス 

 

福
祉
用
具
を
的
確
に
紹
介 

い
き
い
き
教
室
で
介
護
予
防 

家庭訪問で早期に支援 

　要介護の恐れのある人の早期

発見のため、６５歳以上の一人暮

らしの人や高齢者世帯のお宅を

訪問し、生活や健康状態などを

伺います。また、必要な保健・

福祉サービスの紹介もします。 

　１４年度は、対象世帯が３,０２４

世帯ある中、１,１３５世帯を訪問

し、およそ３８パーセントの訪問

率でした。 

　中には訪問販売と勘違いされ

て、訪問を拒否する人もいまし

た。支援センターでは、事前に

訪問予定をお知らせしてから伺

います。職員の自宅訪問にご協

力ください。 

電話１本で申請を代行 
　支援センターに電話連絡す
れば、職員が自宅に伺い、福
祉サービスなどの利用申請の
代行を行います。 
　１４年度は、福祉サービス利
用申請が１６０件、介護保険申
請が６８件、その他４件の申請
を行いました。 

平成１４年度総合相談実施状況 
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不
安
に
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

Ａ　
市
の
サ
ー
ビ
ス
に
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
が
あ
り
ま
す
。 

　
ボ
タ
ン
を
一
つ
押
す
だ
け
で
安

全
セ
ン
タ
ー
に
つ
な
が
り
、
緊

急
事
態
を
知
ら
せ
ま
す
。 

Ｑ　
最
近
体
調
が
優
れ
ず
、
食
事

の
準
備
も
大
変
で
す
。 

Ａ　
調
理
が
困
難
な
人
の
た
め
に
、

配
食
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

市
か
ら
委
託
を
受
け
た
六
つ
の

配
食
事
業
所
か
ら
各
自
が
自
由

に
選
び
、
利
用
し
た
弁
当
代
の

半
額
（
朝
食
２
５
０
円
、
昼
・

夕
食
３
０
０
円
）
を
市
が
助
成

し
ま
す
。 

※
こ
こ
で
紹
介
し
た
サ
ー
ビ
ス
の

申
請
な
ど
は
、
支
援
セ
ン
タ
ー

で
代
行
し
ま
す
。 

 

　
介
護
は
、
介
護
を
受
け
る
本
人
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
介
護
を
す
る
人

に
と
っ
て
も
精
神
的
・
身
体
的
に
大

変
つ
ら
い
も
の
で
す
。
こ
の
負
担
を

軽
減
し
、
支
援
す
る
た
め
に
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
は
あ
り
ま
す
。 

　
す
べ
て
自
分
で
問
題
を
背
負
い
込

も
う
と
せ
ず
に
、
便
利
な
も
の
は
ど

ん
ど
ん
利
用
し
て
、
お
互
い
に
ゆ
と

り
を
持
っ
て
過
ご
し
て
も
ら
え
た
ら

良
い
か
と
思
い
ま
す
。 

●
問
合
先
　
い
き
い
き
長
寿
課 

春里苑 
在宅介護支援センター 

●所在地　塩河２７０９‐１特別養護

老人ホーム春里苑内 

●電話番号　}１１２２ 

●担当地区　春里・姫治・長坂・

東帷子・愛岐ケ丘・光陽台 

 痴ほう相談 

　期日　毎月第１火曜日 

　時間　午前１０時～午後４時 

可児市社協 
在宅介護支援センター 

●所在地　今渡６１８‐２福祉センタ

ー内 

●電話番号　}２５２５ 

●担当地区　今渡・川合・下恵

土・広見 

 痴ほう相談 

　期日　毎月第１木曜日 

　時間　午前１０時～午後３時 

サンビュー可児 
在宅介護支援センター 

●所在地　土田９００老人保健施設

サンビュー可児内 

●電話番号　Y２２７７ 

●担当地区　土田・若葉台・西帷

子・鳩吹台・緑・虹ケ丘・菅刈 

 痴ほう相談 

　期日　毎月第１月曜日 

　時間　午前１０時～午後４時 

花トピア可児 
在宅介護支援センター 

●所在地　瀬田１６４６‐３老人保健

施設花トピア可児内 

●電話番号　x０１６１ 

●担当地区　中恵土・広見東・ 

　平牧・久々利・桜ケ丘 

 痴ほう相談 

　期日　毎月第３水曜日 

　時間　午前９時～午後３時 

▽
 

▽
 

▽
 

▽
 

▽
 

▽
 

▽
 

▽
 

丹羽　愛さん 

土屋誠治さん 

長瀬弘子さん 

久永淑子さん 

吉村恵子さん 

森田美琴さん 

村瀬真由美さん 

佐藤大介さん 

古田美晴さん 

龍堂容子さん 

名鉄広見線 

至美濃加茂 

日本ライン 
今  渡  駅 
 

文化創造センター 文化創造センター 

２
４
８
バ
イ
パ
ス
 

２
４
８
バ
イ
パ
ス
 

東駐車場 

西駐車場 

名鉄広見線 
名　鉄 
明智駅 

花フェスタ 
記念公園 

可児川 

喫茶店 

岐阜社会 
保険病院 

名鉄広見線 

可
児
川
駅
 

至
可
児
市
役
所
 

２
４
８
バ
イ
パ
ス
 

工業団地 

可児川 

清水ヶ丘 
団      地 

困ったら、 
まず相談を 
困ったら、 
まず相談を 
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歯
周
病
っ
て
ど
ん
な
病
気
？ 

　
歯
周
病
と
は
、
歯
茎
の
は
れ
・
出

血
と
い
っ
た
歯
肉
炎
や
、
歯
の
土
台

で
あ
る
歯
槽
骨
が
溶
け
て
う
み
を
持

ち
、
歯
が
ぐ
ら
つ
く
歯
槽
の
う
ろ
う

な
ど
、
歯
を
支
え
て
い
る
組
織
に
起

き
る
病
気
の
総
称
で
す
。
あ
ま
り
痛

み
が
な
く
進
行
す
る
場
合
が
多
い
の

で
、
気
が
付
い
た
時
に
は
手
遅
れ
に

な
っ
て
い
て
、
歯
が
何
本
も
抜
け
て

し
ま
っ
た
り
、
手
術
が
必
要
に
な
っ

た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
怖
い
病
気
で

す
。 

　
歯
周
病
は
、
多
く
の
場
合
、
歯
周

ポ
ケ
ッ
ト
や
歯
茎
の
山
の
部
分
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
歯
周
病
の
主
な
原
因

は
歯
に
付
い
た
「
歯
こ
う
」
で
、
歯

こ
う
の
中
の
ば
い
菌
が
歯
周
組
織
を

刺
激
し
て
炎
症
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。 

ま
た
、
歯
周
病
を
起
こ
し
や
す
い
危

険
因
子
に
は
「
喫
煙
」
「
ス
ト
レ
ス
」

「
不
規
則
な
生
活
」
「
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

な
食
生
活
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

若
い
人
も
決
し
て
歯
周
病
と
無
縁
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
デ
ン
タ
ル
ケ
ア
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
普
段
の
生
活
習

慣
も
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

い
つ
ま
で
も
健
康
な
歯
を 

　
皆
さ
ん
は
、
健
康
な
歯
が
何
本
あ

り
ま
す
か
。
一
人
当
た
り
の
現
在
歯

数
は
、
平
均
し
て
二
十
歳
で
二
十
九

本
、
三
十
歳
で
二
十
八
本
、
四
十
歳

で
二
十
七
本
と
、
十
年
で
ほ
ぼ
一
本

ず
つ
減
っ
て
い
き
ま
す
。 

　
と
こ
ろ
が
、
五
十
歳
に
な
る
と
二

十
四
本
、
六
十
歳
で
二
十
本
、
七
十

歳
で
は
十
三
本
と
な
り
、
四
十
歳
を

境
に
急
速
に
自
分
の
歯
が
失
わ
れ
て 

い
く
の
で
す
。
高
齢
に
な
っ
て
も
健

康
な
歯
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、

歯
周
病
予
防
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。 

            

歯
周
病
と
全
身
の
健
康 

　
歯
周
病
は
、
そ
し
ゃ
く
障
害
や
う

づ
き
、
歯
牙
喪
失
な
ど
の
原
因
と
な

る
だ
け
で
な
く
、
細
菌
性
心
内
膜
炎
、

動
脈
硬
化
、
心
筋
こ
う
そ
く
な
ど
の 

心
臓
疾
患
や
脳
血
管
障
害
、
肺
炎
、

低
体
重
児
出
産
な
ど
の
全
身
疾
患
に

か
か
る
リ
ス
ク
を
増
加
さ
せ
ま
す
。 

　
最
近
、
歯
周
病
と
全
身
疾
患
、
生

活
習
慣
の
か
か
わ
り
が
、
よ
り
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
歯
周
病
を
予
防
し
、

治
療
す
る
こ
と
は
、
歯
周
組
織
の
健

康
を
維
持
す
る
だ
け
で
な
く
、
全
身

の
健
康
に
も
よ
い
結
果
を
も
た
ら
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

予
防
の
た
め
に
検
診
を 

　
歯
周
病
を
早
期
発
見
す
る
た
め
に
、

市
は
歯
周
病
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

個
人
負
担
金
は
五
百
円
で
す
。
対
象

年
齢
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
現

在
、
四
十
歳
、
四
十
五
歳
、
五
十
歳
、

五
十
五
歳
、
六
十
歳
で
す
。
詳
細
は

健
康
増
進
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

 

歯
周
病
チ
ェ
ッ
ク 

　
一
つ
で
も
当
て
は
ま
る
も
の
が

あ
れ
ば
、
歯
周
病
の
兆
候
が
あ
り

ま
す
。 

□
歯
肉
の
色
が
ピ
ン
ク
で
な
く
赤

　
い 

□
歯
肉
が
は
れ
て
い
る 

□
歯
肉
か
ら
出
血
す
る 

□
朝
、
口
の
中
が
ね
ば
ね
ば
す
る 

□
口
臭
が
あ
る 

□
歯
が
長
く
見
え
る 

□
歯
肉
が
む
ず
が
ゆ
い 

□
硬
い
も
の
が
か
み
に
く
い 

□
歯
肉
か
ら
う
み
が
出
る 

□
歯
が
ぐ
ら
ぐ
ら
す
る 

□
食
べ
物
が
歯
の
間
に
挟
ま
り
や

　
す
く
な
っ
た 

 

●
問
合
先
　
健
康
増
進
課 

文化創造センター 

２
４
８
バ
イ
パ
ス
 

あ
な
た
は
大
丈
夫
？ 

歯
を
失
う
原
因
と
な
る
歯
周
病
。 

歯
周
病
を
予
防
す
る
こ
と
は
、
全
身
の
健
康
維
持
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。 

し
っ
か
り
予
防
し
て
、
い
つ
ま
で
も
自
分
の
歯
を
健
康
に
保
ち
、 

健
や
か
な
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。 

１００ 
（％） 

（歳） 

８０ 

６０ 

４０ 

４０～４４ ４５～４９ ５０～５４ ５５～５９ ６０～６４ ６５～６９ ７０～７４ ７５～７９ ８０～ 

２０ 

０ 

２０歯以上有する人の割合年次推移 
（参考／平成１１年歯科疾患実態調査） 

昭和６２年 平成５年 平成１１年 

困ったら、 
まず相談を 



第
４
回
可
児
市
議
会
臨
時
会
が
８
月
１５
日
に
開
か
れ
、
議
長
に 

芦
田
功
さ
ん
（
今
渡
・
６１
歳
）
、
副
議
長
に
伊
佐
治
昭
男
さ
ん 

（
渕
之
上
・
６１
歳
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

林 則夫監査委員 

可
児
市
議
会 

議
長
に
芦
田
功
田
功
さ
ん
が
就
任 
議
長
に
芦
田
功
田
功
さ
ん
が
就
任 

　
私
、
こ
の
た
び
臨
時
会
に
お
き

ま
し
て
、
議
長
の
要
職
に
就
任
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
責
務
の
重
大
さ
に
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。 

　
社
会
の
情
勢
が
変
化
す
る
中

で
、
安
心
で
安
全
な
生
活
が
送
れ

る
市
民
生
活
支
援
の
た
め
に
、
市

議
会
が
担
う
役
割
は
ま
す
ま
す
大

き
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。 

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
市
政
に

反
映
さ
せ
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
可

児
市
の
飛
躍
に
向
け
、
市
民
と
行

政
が
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

　
皆
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
監
査
委
員
の
選
任 

 

　
市
議
会
議
員
選
出
の
監
査
委
員
に
、

林
則
夫
さ
ん
（
羽
崎
・
６７
歳
）
を

選
任
す
る
こ
と
に
同
意
が
さ
れ
ま
し

た
。 

 

　
私
、
こ
の
た
び
臨
時
会
に
お
き

ま
し
て
、
副
議
長
の
要
職
に
就
任

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。 

　
昨
今
、
少
子
高
齢
化
や
環
境
問

題
が
叫
ば
れ
、
経
済
の
低
迷
が
続

い
て
い
る
厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
、

可
児
市
の
現
在
の
良
好
な
生
活
環

境
を
守
り
育
て
、
次
世
代
に
残
す

と
と
も
に
、
各
地
域
が
さ
ら
に
活

性
化
さ
れ
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
、
全
力
を
尽
く
す
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。 

　
議
長
の
補
佐
役
と
し
て
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

委
員
会
の
構
成
も
決
定 

　 　
議
会
運
営
委
員
会
、
各
常
任
委

員
会
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
◎
は
委
員
長
、
〇
は
副
委
員
長

　
敬
称
略
） 

▼
議
会
運
営
委
員
会 

（
８
人
） 

◎
澤
野
隆
司
、
〇
渡
辺
重
造
、
可
児

慶
志
、
加
藤
新
次
、
肥
田
正
志
、
柘

植
定
、
中
村
悟
、
服
部
よ
ね
子 

▼
総
務
企
画
委
員
会
（
６
人
） 

◎
肥
田
正
志
、
〇
可
児
教
和
、
澤
野

隆
司
、
村
上
孝
志
、
亀
谷
光
、
久
野

泰
臣 

▼
経
済
福
祉
委
員
会
（
６
人
） 

◎
可
児
慶
志
、
〇
小
原
尚
、
奥
田
俊

昭
、
加
藤
新
次
、
伊
佐
治
昭
男
、
川

手
靖
猛 

▼
文
教
委
員
会
（
６
人
） 

◎
中
村
悟
、
〇
角
眞
一
郎
、
芦
田
功
、

服
部
よ
ね
子
、
永
井
孝
昌
、
山
根
一

男 ▼
建
設
水
道
委
員
会
（
６
人
） 

◎
柘
植
定
、
〇
霞
直
孝
、
林
則
夫
、

渡
辺
重
造
、
冨
田
牧
子
、
橋
本
敏
春 

●
問
合
先
　
議
会
事
務
局 

 市民と行政が 

　　　    協働のまちづくりを 

　　 芦 田　功さん 
　平成３年に初当選し、現在４期目。建設水

道、総務企画など各委員長を歴任。平成１２

年に副議長を務める。 

良好な生活環境と 

　　　　　地域の活性化を 

　　　　伊佐治昭男さん 
　平成７年に初当選し、現在３期目。経済福

祉、文教などの各委員長を務める。 
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芦
田
功

芦
田
功

　
こ
の
た
び
の
市
議
会
議
員
選
挙
に

お
き
ま
し
て
、
電
子
投
票
シ
ス
テ
ム

の
一
時
停
止
（
以
下
「
一
時
停
止
」

と
い
う
）
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ま

を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
多
大

な
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
て
、

市
選
挙
管
理
委
員
会
と
し
て
あ
ら
た

め
て
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
今
回
、
当
委
員
会
の
調
査
に
よ
り

一
時
停
止
の
原
因
、
状
況
等
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
市
民
の
皆

さ
ま
に
報
告
し
ま
す
。 

●
一
時
停
止
し
た
原
因
に
つ
い
て 

　
投
票
を
記
録
す
る
媒
体
（
Ｍ
Ｏ
）

を
装
着
す
る
部
分
で
あ
る
Ｍ
Ｏ
ユ
ニ
ッ

ト
の
温
度
が
、
著
し
く
上
昇
し
た
た

め
、
こ
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
あ
る
保
護
機

能
が
作
動
し
、
一
時
的
に
投
票
機
に

よ
る
投
票
が
制
限
さ
れ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。 

　
従
い
ま
し
て
、
す
で
に
投
票
さ
れ

た
デ
ー
タ
は
問
題
な
く
保
護
さ
れ
て

い
る
と
判
断
し
て
い
ま
す
。 

●
Ｍ
Ｏ
ユ
ニ
ッ
ト
の
温
度
上
昇
に

　
つ
い
て 

　
各
ユ
ニ
ッ
ト
に
対
す
る
温
度
上
昇

に
よ
る
負
荷
試
験
は
実
施
し
ま
し
た

が
、
電
子
投
票
サ
ー
バ
全
体
の
最
終

形
で
の
シ
ス
テ
ム
負
荷
試
験
が
実
施

で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
こ

と
が
今
回
発
生
し
た
一
時
停
止
の
起

因
と
な
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。 

●
危
機
管
理
対
策
に
つ
い
て 

　
今
回
の
電
子
投
票
シ
ス
テ
ム
は
、

サ
ー
バ
の
二
重
化
が
図
ら
れ
て
お
り
、

第
一
サ
ー
バ
に
不
具
合
が
生
じ
た
場

合
に
は
、
第
二
サ
ー
バ
に
切
り
替
え

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
対
策
を
講
じ

て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
予
備
の
投
票
機
も
用
意
し

て
あ
り
ま
し
た
。 

　
さ
ら
に
今
回
、
夏
の
選
挙
と
い
う

こ
と
で
、
落
雷
な
ど
に
よ
る
停
電
を

想
定
し
て
、
各
機
に
無
停
電
電
源
装

置
を
、
ま
た
長
時
間
に
わ
た
る
停
電

を
想
定
し
て
各
投
票
所
に
発
電
機
を

配
置
し
て
い
ま
し
た
。 

●
一
時
停
止
の
際
の
紙
に
よ
る
投

　 

票
に
つ
い
て 

　
電
子
投
票
に
よ
り
選
挙
を
行
う
場

合
に
は
、
紙
に
よ
る
自
書
式
投
票
は

点
字
投
票
・
不
在
者
投
票
・
郵
便
投

票
・
仮
投
票
を
除
き
、
法
律
に
よ
り

認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

　
従
っ
て
、
当
委
員
会
と
し
て
も
当

日
そ
の
よ
う
な
準
備
は
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。 

●
各
投
票
所
の
状
況
に
つ
い
て 

　
七
時
五
十
五
分
、
一
投
票
所
に
お

い
て
投
票
機
の
一
台
に
不
具
合
が
生

じ
ま
し
た
。
ま
た
八
時
三
十
分
ご
ろ

よ
り
投
票
機
の
一
時
停
止
が
各
投
票

所
に
お
い
て
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
す
べ
て
の
投
票
所
に
お
い
て
一

時
的
に
投
票
が
で
き
な
い
時
間
帯
が

発
生
し
ま
し
た
。 

　
そ
の
停
止
回
数
は
、
多
く
の
投
票

所
に
お
い
て
は
一
回
の
停
止
で
し
た

が
、
二
回
・
三
回
停
止
し
た
投
票
所

も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
一
回
当
た

り
の
停
止
時
間
は
、
約
十
分
か
ら
四

十
分
間
に
及
び
ま
し
た
。 

　
そ
の
結
果
、
二
十
九
カ
所
の
投
票

所
の
う
ち
、
二
十
六
カ
所
の
投
票
所

に
お
い
て
は
約
十
分
か
ら
三
十
五
分

間
の
停
止
で
し
た
が
、
二
回
・
三
回

停
止
し
た
投
票
所
の
中
に
は
、
累
計

で
約
五
十
分
か
ら
一
時
間
十
五
分
間

停
止
し
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。 

●
電
子
投
票
の
開
票
数
と
投
票
者

　
数
の
差
異
に
つ
い
て 

　
基
本
的
な
前
提
と
し
て
は
、
投
票

を
記
録
し
た
媒
体
（
Ｍ
Ｏ
）
に
記
録

さ
れ
た
数
値
は
変
わ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
開
票
時
に
お
け
る
票
数

等
に
つ
い
て
は
、
開
票
日
当
日
、
報

告
を
し
た
と
お
り
で
す
。 

　
そ
の
後
、
各
投
票
所
か
ら
の
投
票

者
数
を
調
査
し
た
結
果
、
各
投
票
所

か
ら
の
投
票
者
人
数
の
報
告
に
一
部

誤
り
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し

た
。 

　
各
投
票
所
に
お
け
る
投
票
者
数
は
、

当
初
四
万
千
二
百
十
五
人
と
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
調
査
の
結
果
、
四
万

千
二
百
十
三
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認

で
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
電
子
投

票
を
お
こ
な
っ
た
投
票
者
数
は
、
仮

投
票
に
よ
る
投
票
者
数
三
人
を
除
い

た
、
四
万
千
二
百
十
人
と
な
り
、
開

票
結
果
の
電
子
投
票
の
開
票
数
四
万

千
二
百
十
六
票
と
の
差
が
六
票
と
な

り
ま
す
。 

　
こ
の
差
の
う
ち
一
票
に
つ
い
て
は
、

投
票
事
務
従
事
者
が
、
投
票
機
の
画

面
調
整
作
業
の
際
の
誤
り
に
よ
り
、

投
票
機
に
「
終
了
」
を
投
じ
た
も
の

と
確
認
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
残

り
の
五
票
に
つ
い
て
も
同
じ
要
因
に

よ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。 

●
問
合
先
　
市
選
挙
管
理
委
員
会 

７
月
２０
日
執
行
、
市
議
会
議
員
選
挙
で
の
電
子
投
票
シ
ス
テ
ム

の
一
時
停
止
に
つ
い
て
お
わ
び
と
報
告
を
し
ま
す
。

市議会議員選挙に 
 　　　　　   おけるおわび 
市議会議員選挙に 
 　　　　　   おけるおわび 
  
　　　　　　　

可児市長　山田　豊 

　このたびの可児市議会議員選挙にて実
施いたしました電子投票におきましては、
有権者の市民皆さまをはじめ、関係者の
方々に多大なご迷惑やご心配をお掛けす
る事態となりましたことを、心よりおわ
び申し上げます。 
　電子投票の実施に際しましては、十分
な検討と、慎重な配慮を重ねてまいりま
したにもかかわらず、このような結果と
なり、残念でなりません。 
　今後は、再発防止に向けた諸問題の解
消に努めてまいりたいと考えております。
皆さまのご理解を賜りますようお願い申
し上げます。 



住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を 

目
指
し
た
施
策
を
展
開 

  　
平
成
十
四
年
度
の
一
般
会
計
は
、

六
回
の
補
正
を
行
っ
た
結
果
、
前
年

度
か
ら
の
繰
越
事
業
費
を
合
わ
せ
た

予
算
総
額
は
二
百
六
十
億
四
千
七
百

十
九
万
円
と
な
り
ま
し
た
。 

　
こ
れ
に
対
し
て
決
算
額
は
、
収
入

済
額
が
二
百
六
十
億
八
千
七
百
三
十

三
万
五
千
七
百
九
十
一
円
、
支
出
済

額
が
二
百
四
十
七
億
二
千
六
百
八
万

五
千
九
百
六
十
九
円
と
な
り
ま
し
た
。 

　
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
収
入
が

十
三
・
三
％
、
支
出
が
十
四
・
四
％

の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。 

　
収
入
で
は
、
市
税
収
入
が
昨
年
度

に
引
き
続
き
減
少
し
て
お
り
、
現
在

の
経
済
情
勢
を
反
映
し
特
に
法
人
市

民
税
で
の
減
少
が
顕
著
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
国
・
県
か
ら
の
支
出

金
も
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。 

　
支
出
に
お
い
て
は
、
教
育
費
で
は

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
建
設
の
ほ
か
、

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業
や
体
験
学

習
事
業
な
ど
を
推
進
し
ま
し
た
。
土

木
費
で
は
、
可
児
駅
東
土
地
区
画
整

理
な
ど
の
大
規
模
事
業
の
ほ
か
、
排

水
路
整
備
、
生
活
道
路
改
良
な
ど
、

よ
り
身
近
な
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
に
行
っ
た
主
な
事
業
は
、

西
可
児
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
事
業
、

戸
籍
電
算
化
導
入
事
業
な
ど
で
す
。 

●
問
合
先
　
総
務
課 

財
政
事
情
に
関
す
る
公
表 

将
来
に
わ
た
り
安
定
し
た
財
政
運
営
を
目
指
し
て 

支
出
決
算
額
は
二
百
四
十
七
億
円 

市
の
予
算
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
を
紹
介
す
る
財
政
事
情
を
公
表
し
ま
し
た
。 

そ
の
中
か
ら
平
成
十
四
年
度
の
決
算
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

平成１４年度  　　一般会計  
市民１人当たりの 

66,239円 

平成14年度特別会計 

国有資産等 
所在市町村 
交付金除く 

市 民 税  

固定資産税 

市 税 収 入  支 出  

56,233円 

45,812円 

土 木 費  

51,539円 

都市計画税 

13,342円 

民 生 費  

43,678円 

市たばこ税 

5,352円 

総 務 費  

そ の 他  そ の 他  

28,791円 

1,496円 75,548円 

合計132,241円 合計255,789円 

教 育 費  

（個人） 

※１４年4月１日現在の人口９６，６６６人で算出。 

会　計　名 

老 人 保 健  

国民健康保険事業（事業勘定） 

公共下水道事業 

介 護 保 険  

特定環境保全公共下水道事業 

可児駅東土地区画整理事業 

農業集落排水事業 

自家用工業用水道事業 

簡 易 水 道 事 業  

国民健康保険事業（直診勘定） 

飲料水供給事業 

５財産区（合計） 

収　　　入 

５２億８，６１０万３千円 

５３億１，９２１万１千円 

４２億２，５０６万５千円 

２２億７，４２３万９千円 

２億３，６８４万４千円 

４億４，２４５万４千円 

１億７，９１９万１千円 

１億４，８６１万６千円 

１億３，３９０万円 

２，７４７万７千円 

３６１万７千円 

２，３６０万４千円 

支　　　出 

５２億８，４３０万１千円 

５２億２，００８万円 

４１億１，７９９万７千円 

２２億７，４２２万５千円 

２億３，４９４万８千円 

２億３，３６８万３千円 

１億７，６８３万４千円 

１億４，４７５万１千円 

１億３，２３２万円 

２，５３５万４千円 

３３７万６千円 

１，９０８万３千円 

科　　　　目 

教 育 費  

土 木 費  

民 生 費  

総 務 費  

公 債 費  

衛 生 費  

消 防 費  

農 林 水 産 業 費  

議 会 費  

商 工 費  

労 働 費  

災 害 復 旧 費  

合 計  

決　算　額 

５４億３，５８３万９千円 

４９億８，２０８万８千円 

４２億２，２１６万２千円 

２７億８，３０６万８千円 

２７億７，７５８万６千円 

２４億６，０５５万２千円 

９億１，９５８万２千円 

５億５，９９７万９千円 

２億６，５１１万７千円 

２億５，４０８万円 

６，２１９万９千円 

３８３万４千円 

２４７億２，６０８万６千円 

前年度対比 

△ ４０．２％ 

△ １６．５％ 

３．４％ 

８．６％ 

４．２％ 

△ ３．０％ 

５．３％ 

０．２％ 

２．８％ 

７．６％ 

３．６％ 

皆増 

△ １４．４％ 

科　　　　目 
市 税  
市 債  
地 方 交 付 税  
諸 収 入  
繰 越 金  
国 庫 支 出 金  
繰 入 金  
県 支 出 金  
地 方 消 費 税 交 付 金  
地 方 特 例 交 付 金  
財 産 収 入  
地 方 譲 与 税  
使 用 料 及 び 手 数 料  
分 担 金 及 び 負 担 金  
ゴルフ場利用税交付金 
自動車取得税交付金  
利 子 割 交 付 金  
寄 附 金  
交通安全対策特別交付金 
合 計  

決　算　額 
１３５億１，３５８万２千円 

２０億７，１２０万円 
１８億１，６６２万６千円 
１２億７，４３６万６千円 
１２億１，４２８万４千円 
１１億６，５５５万６千円 
１０億１，０６８万６千円 

８億５，９８４万円 
７億２８０万１千円 
４億９，９９３万４千円 
３億３，８３０万１千円 
３億３，７２９万４千円 
３億２７１万５千円 
２億８，５６０万円 

２億７，５３６万２千円 
２億１４４万円 

１億８，２６２万５千円 
１，９１０万４千円 
１，６０２万円 

２６０億８，７３３万６千円 

 前年度対比 
△ ２．３％ 
△ ３８．４％ 
４５．５％ 
３０．９％ 

△ １０．５％ 
△ ２．３％ 
△ ７０．４％ 
△ ０．５％ 
△ １０．６％ 
△ ０．４％ 
△ ３２．７％ 
２．１％ 
３．６％ 
５．１％ 

△ ６．３％ 
△ ４．９％ 
△ ７１．７％ 
１８８．０％ 
０．３％ 

△ １３．３％ 

 

市税 
５１.８％ 

教育費 
２２.０％ 

土木費 
２０.１％ 

民生費 
１７.１％ 

総務費 
１１.３％ 

公債費 
１１.２％ 

衛生費 
１０.０％ 

市債  
７.９％ 

自主財源 
６８.９％ 

依存財源 
３１.１％ 

地方交付税 ７.０％ その他 ４.６％ 

消防費 ３.７％ 国庫支出金 ４.５％ 

県支出金 ３.３％ 

その他 ８.４％ 

その他 ３.７％ 

繰入金 ３.９％ 

繰越金 ４.６％ 

諸収入 ４.９％ 

支出 収入  

8広報かに 2003.9.19 広報かに 2003.9.1



ふるさと探偵団 60

明治の大地震を伝える碑 

●記　内藤妙子さん（長坂） 

　
地
元
で
バ
ス
一
台
チ
ャ
ー
タ
ー
す

れ
ば
便
利
。
そ
ん
な
メ
ン
バ
ー
が
数

人
集
ま
り
、
呼
び
掛
け
合
っ
て
発
足

し
て
か
ら
五
年
余
り
。
名
前
だ
け
聞

く
と
「
子
ど
も
会
な
の
か
し
ら
？
」

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
実
は
熟
年
ハ
イ

カ
ー
集
団
な
ん
で
す
。
旅
行
会
社
の

カ
ウ
ン
タ
ー
で
苦
し
紛
れ
に
つ
け
た

名
前
に
は
、
『
広
報
か
に
』
の
「
か

に
っ
子
し
ん
ち
ゃ
ん
」
の
語
呂
が
イ

メ
ー
ジ
に
あ
っ
た
そ
う
で
す
。 

　
今
で
は
月
一
回
平
均
で
出
掛
け
て

い
ま
す
。
手
軽
な
日
帰
り
プ
ラ
ン
か

ら
一
〜
二
泊
の
コ
ー
ス
ま
で
、
観
光

会
社
の
企
画
商
品
コ
ー
ス
だ
け
で
な

く
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
企
画
コ
ー
ス
も
こ

な
す
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
高
原
ハ
イ
キ
ン
グ
で
山
野
草
と
親

し
ん
だ
り
、
古
都
巡
り
、
世
界
文
化

遺
産
の
訪
問
、
本
格
的
（
？
）
夏
山

登
山
と
、
内
容
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に

富
ん
で
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
マ
イ

ペ
ー
ス
で
歩
い
た
後
は
、
地
元
の
温

泉
に
ゆ
っ
た
り
つ
か
っ
て
、
足
腰
を

い
た
わ
り
帰
宅
す
る
の
が
定
番
。 

　
「
友
達
の
輪
」
も
徐
々
に
大
き
く

な
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
十
分
。

乗
車
定
員
五
十
名
は
、
毎
回
ほ
ぼ
満

席
状
態
で
す
が
、
空
席
が
あ
る
限
り

ど
な
た
で
も
参
加
Ｏ
Ｋ
！ 

●
問
合
先 

　
金
子
志
津
子
さ
ん
u
Ç
３
５
５
９

　
塚
原
悠
紀
子
さ
ん
u
Ç
６
１
２
８

　
内
藤
　
妙
子
さ
ん
u
Ç
７
３
６
８ 

　
明
治
二
十
四
年
十
月
二
十
八
日
午
前
六

時
三
十
七
分
。
岐
阜
県
西
部
に
位
置
す
る

根
尾
村
を
震
源
地
と
し
て
、
濃
尾
大
地
震

が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
規
模
は
、
わ
が

国
の
内
陸
型
地
震
と
し
て
は
有
史
以
来
最

大
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
地
震
の
断
層
は
、
福
井
県
南
部
か

ら
可
児
市
の
帷
子
ま
で
延
び
て
お
り
、
市

内
に
も
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

そ
の
被
害
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
の
震
災

碑
が
、
東
帷
子
と
大
森
、
そ
し
て
こ
こ
矢

戸
の
三
カ
所
に
あ
り
ま
す
。 

　
九
月
一
日
は
「
防
災
の
日
」
。
こ
う
し

た
過
去
の
災
害
を
振
り
返
る
こ
と
で
、
近

い
将
来
起
こ
る
と
さ
れ
て
い
る
東
海
・
東

南
海
地
震
な
ど
、
万
一
の
事
態
に
備
え
る

気
持
ち
を
強
く
持
ち
た
い
も
の
で
す
。 

グループからこんにちは 128

ウオーキング仲間　　　　　　 

「かたびらっ子」 

健
康
の
た
め
に
始
め
た
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
！ 

地　図 は、あえて載せません。 
ヒントを手掛かりに探してみてください。 

ヒント 春里公民館から東に１００ｍほどの所にある
のが南宮神社。境内を東に延びる参道の突

き当たりに、碑が立っています。 

10広報かに 2003.9.1



11 広報かに 2003.9.1

イ 
ラ 
ス 
ト 

大 
募 
集 

イ 
ラ 
ス 
ト 

大 
募 
集 
あて先 
広見一丁目１番地 広報かに「イラスト係」 

ありがとう 
ございました 

み
な
さ
ん
の 

善
意 

ワ
ク
ワ
ク
探
偵
団
レ
ポ
ー
ト 

19

川
柳     

斎
藤
清
幸
　
選

竹
中
芳
子
（
若
葉
台
） 

孫
た
ち
の
善
意
で
行
け
た
墓
参
り 

可
児
小
松
（
下
恵
土
） 

盆
僧
に
お
茶
を
す
す
め
る
長
話 

丸
山
重
司
（
若
葉
台
） 

趣
味
一
つ
増
え
張
り
合
い
の
あ
る
暮

ら
し 

北
村
道
子
（
長
坂
） 

う
じ
う
じ
と
決
ま
ら
ぬ
心
も
て
あ
ま

し 

高
野
　
徹
（
矢
戸
） 

年
金
の
暮
ら
し
と
分
か
る
お
買
い
物 

細
沢
三
郎
（
今
渡
） 

雑
踏
の
群
れ
に
入
れ
ぬ
年
と
な
り 

▲ 
佐
倉
小
夏
（
土
田
） 

▲ 
熊
崎
杏
奈
（
禅
台
寺
） 

▲ 
高
橋
大
樹
（
み
ず
き
ケ
丘
） 

　
次
の
皆
さ
ん
か
ら
浄
財
な
ど
の

寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
） 

●
社
会
福
祉
に 

　
佐
藤
康
行
・
荻
曽
英
弘
・
荻
曽

さ
な
え
、
あ
し
な
が
お
ば
さ
ん

の
会
出
店
者
一
同
、
カ
ラ
オ
ケ

喫
茶
歌
王
、
関
西
電
力
点
灯
む

し
倶
楽
部
、
可
児
社
会
福
祉
事

業
協
力
会 

会員募集中！ 
◎キャッシュフロー・ゲーマーズ岐阜 

　金持ち父さんの「キャッシュフローゲー

ム」を楽しみながら、経済的知性を高めま

せんか。気軽にお問い合わせください。 

●日時　平日夜間または休日昼間の不定期 

●場所　文化創造センター（下恵土）、み

のかも文化の森（美濃加茂市蜂屋町）ほ

か 

●対象　年齢・職業を問いません 

●会費　５００円程度 

●連絡先　田口雄作さん 

　u０９０（４２５４）９６９１ 

　電子メール　taguchi＠mkcd．jp

井
藤
貞
子
（
土
田
） 

ひ
か
え
目
に
生
き
て
七
十
路
の
坂
も

越
え 

三
島
次
朗
（
広
眺
ケ
丘
） 

ひ
ま
わ
り
の
む
ほ
ん
一
輪
横
を
向
き 

戦
争
の
話
を
聞
い
て

子
ど
も
ワ
ク
ワ
ク
探
偵
団 

●
水
戸
あ
ゆ
み
さ
ん
（
東
明
小
五
年
） 

子どもたちに戦争の体験談を 
熱心に話す大西さん（左） 

       

　
七
月
二
十
八
日
。
大
西
さ
ん
と
吉

田
さ
ん
の
二
人
に
、
戦
争
の
話
を
聞

き
ま
し
た
。 

　
大
西
さ
ん
は
戦
争
の
と
き
、
船
の

て
っ
ぺ
ん
で
望
遠
鏡
の
あ
る
と
こ
ろ

に
乗
っ
て
い
て
、
船
底
が
少
し
ゆ
れ

る
だ
け
で
も
大
き
く
ゆ
れ
る
の
で
、

気
持
ち
悪
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。 

　
上
陸
し
た
島
で
は
、
敵
が
ば
く
だ

ん
み
た
い
な
物
を
落
と
し
て
く
る
か

ら
、
ヤ
シ
の
木
を
ぐ
る
ぐ
る
回
っ
て

に
げ
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
い

つ
も
食
べ
て
い
た
物
は
、
魚
、
木
の

み
、
ム
カ
デ
、
マ
ム
シ
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
そ
の
中
で
も
好
き
だ
っ
た
の

は
ム
カ
デ
だ
っ
た
と
聞
い
て
、
私
に

は
食
べ
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。 

　
吉
田
さ
ん
は
、
だ
ん
な
さ
ん
が
戦

争
に
行
っ
て
か
ら
送
っ
て
く
れ
た
五

枚
の
は
が
き
や
、
寄
せ
書
き
の
旗
と

さ
い
ふ
を
大
切
に
し
ま
っ
て
い
ま
し

た
。
は
が
き
は
子
ど
も
に
も
見
せ
た

こ
と
が
な
い
そ
う
で
す
が
、
そ
の
貴

重
な
も
の
を
見
せ
て
も
ら
え
て
良
か

っ
た
で
す
。
お
見
送
り
も
す
ご
く
さ

み
し
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
だ
ん
な

さ
ん
が
死
亡
し
た
時
は
も
っ
と
さ
み

し
か
っ
た
そ
う
で
す
。 

　
戦
争
は
、
人
を
苦
し
め
殺
す
こ
と

で
す
。
今
は
小
さ
い
子
を
殺
し
た
り

す
る
事
件
が
あ
る
け
ど
、
戦
争
を
思

え
ば
や
れ
な
い
だ
ろ
う
と
吉
田
さ
ん

が
言
っ
て
い
ま
し
た
。
私
も
本
当
に

そ
う
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。 



夏
休
み
に
行
わ
れ
た
体
験
・
講
座 

いろんな体験 思い出いっぱい 
 　夏休み期間中、さまざまな講座や体験が開か

れ、たくさんの子どもたちが参加しました。 
　７月３０日、３１日は、久々利の可児郷土歴史
館で親子ふるさと教室が開催され、勾玉作り、
植物採集と標本作りを体験することで、郷土の
歴史や風土に触れました。 
　８月１日、６日、親と子の市政見学バスでは、
南消防署、川合浄水場、ささゆりクリーンパー
クなど、普段の生活にかかわりのある施設を訪
れ、体験や実験を通して身近な市政を学びまし
た。 
　８月５日、広見公民館ゆとりピアで開催され
た、夏休みこどもワークショップ「どろんこア
ート」は、普段あまりしなくなった泥んこ遊び
で土に親しみながら、思い思いの作品作りを楽
しみました。 
　久々利の陶芸苑では、夏休み親子で陶芸教室
が開かれました。参加者はロクロを使って茶わ
んや菓子器などを作り、それに絵付けを行い、
焼き上がった自分の作品をお茶会で楽しみまし
た。 

夏
休
み
に
行
わ
れ
た
体
験
・
講
座 

自分の作品に絵付けをする子どもたち（親子で陶芸教室） 

手でドロを塗りながら作品を作る親子（どろんこアート） 

真剣な表情でロープ渡りに挑戦する子ども（親と子の市政見学バス） 

協力しながら勾玉を作る親子（親子ふるさと教室） 

まが 

12広報かに 2003.9.1
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中
学
校
総
合
体
育
大
会
で
優
勝 

可
児
夏
ま
つ
り
　
２
０
０
３ 

ボールを投げてゲームを楽しむ子ども 

音楽に合わせて勢いよく水を噴き上げる水華美 

思い思いに盆踊りを楽しむたくさんの人たち 

一生懸
命魚を

捕まえ
る子ど

もたち
 

優勝旗を手に報告に訪れた両部の代表者たち 

中
学
校
総
合
体
育
大
会
で
優
勝 

練習の成果を発揮して 
　中部中学校の剣道部女子とソフトボール部が

岐阜県中学校総合体育大会で見事に優勝を飾り

ました。両部の代表が８月５日市役所を訪れ、

優勝の報告や東海大会、全国大会出場の抱負を、

熱く市長に述べました。 

　ソフトボール部は８月７日から愛知県豊橋市

で開催された東海大会に、剣道部女子は８月８

日に愛知県春日井市で開催された東海大会と、

８月１９日から北海道北見市で開催された全国大

会に、それぞれ出場し、岐阜県の代表として健

闘しました。 

可
児
夏
ま
つ
り
　
２
０
０
３ 

可児の夏を華やかに 
　８月９日、１０日「可児夏まつり２００３」が

市役所の駐車場周辺を会場に開かれました。 

　９日は、音と光に合わせて水を噴き上げる

「水華美」で幕が開き、やぐらではダンスチー

ムのパフォーマンスや鳴子踊りが披露され、

子どもから大人まで踊りを楽しみました。 

　１０日は、とんかち広場、魚のつかみ取り、大

道芸などさまざまなイベントが繰り広げられ、

子どもたちの歓声が響いていました。最後は盆

踊りと総踊り。夏を惜しむように踊りの輪が幾

重にも広がり、フィナーレを大噴水ショーで締

めくくり、祭りの幕を閉じました。 
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●市役所　〒509-0292 広見一丁目1番地
u~1111

ピ
ー
キ
ュ
ー
ブ
可
児
―
―
―
―
―
―
―
―
―

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

Ｐ
（
ピ
ー
キ
ュ
ー
ブ
）
可
児
は
、

男
女
共
同
参
画
を
よ
り
身
近
に
考
え

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日

９
月
２０
日
（
土
）

●
時
間

午
後
１
時
３０
分
〜

●
場
所

桜
ケ
丘
公
民
館

●
内
容

性
別
役
割
を
考
え
る
（
そ

の
１
）

●
参
加
費

無
料

●
問
合
先

Ｐ
可
児
の
増
尾
佳
代
子

さ
ん
u
Å
３
６
９
２
（
午
後
６
時

以
降
）

児
童
生
徒
科
学
作
品
展
―
―
―
―
―
―
―

夏
休
み
の
成
果
を
展
示

可
児
市
学
校
教
育
研
究
会
は
、
第

２２
回
可
児
市
児
童
生
徒
科
学
作
品

展
を
開
催
し
ま
す
。
市
内
の
小
中
学

生
が
夏
休
み
を
中
心
に
取
り
組
ん
だ

科
学
作
品
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
期
日

９
月
１３
日
（
土
）、
１４
日

（
日
）

●
時
間

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
４

時
●
場
所

総
合
会
館
分
室
（
Ｊ
Ｒ
可

児
駅
西
）

●
問
合
先

教
育
研
究
所

u
Ä
４
８
４
１

ふ
れ
あ
い
の
里
可
児
―
―
―
―
―
―
―
―
―

イ
ベ
ン
ト
で
触
れ
合
い
を

ふ
れ
あ
い
の
里
可
児
は
、
施
設
を

開
放
し
て
「
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
を

開
催
し
ま
す
。
気
軽
に
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

●
期
日

９
月
１４
日
（
日
）

●
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

●
場
所

ふ
れ
あ
い
の
里
可
児
（
可

児
警
察
署
西
）

●
内
容

太
鼓
演
奏
、
人
形
劇
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ビ
ー
ズ
で
ク

リ
ッ
プ
を
作
る
体
験
コ
ー
ナ
ー
、

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
牛
乳
パ
ッ
ク

で
抽
選
会
な
ど

●
問
合
先

ふ
れ
あ
い
の
里
可
児

u
}
３
７
１
１

かにＮＰＯセンターは、市民の皆さんと一緒に
地域防災について考える交流会を開催します。気
軽に参加してください。
●期日 ９月１４日（日）
●時間 午後１時～３時
●場所 広見公民館ゆとりピア
●内容 可児市防災計画と地域防災について
●参加費 無料
●問合先 同センター u|１２２２

かにＮＰＯセンター

地域防災を考えよう地域防災を考えよう

催
し

来場者でにぎわうフリーマーケット（昨年）

 木造住宅耐震診断助成事業 
　市は、木造住宅所有者が耐震診断を行う場合、診断料の一
部を助成します。 
　耐震診断で、あなたの家が地震に対してどれほどの強さを
持っているか調査しましょう。 
【対象となる住宅】 
　昭和５６年５月３１日以前に着工されたもので、平屋または二
　階建て 
　併用住宅の場合は、延べ床面積の半分以上が住宅として使
　用されているもの 
　枠組壁工法・丸太組工法または大臣等特別の認定を受けた
　工法でないもの 
【補助金の額】（一棟当たり） 
　　　 　項　　　目　　　　　　　   内　容 
耐震診断助成対象となる限度額    ３万円 
助成率　　　　　　　　　　　　 ３分の２ 
助成限度額　　　　　　　　　　 ２万円 
※今年度は２０棟程度を対象。 

 木造住宅耐震改修工事費利子補給制度 
　市は、工事をするための費用を銀行などで借り入れした場
合に、その利子の一部を補給します。 
　建物の柱や壁などの補強を行い、地震に強い建物にするた
めの耐震改修工事を実施しましょう。 
【対象となる人】 
　可児市木造住宅耐震診断助成事業による耐震診断を受け、
建物評点が３以下の住宅で耐震改修工事費を銀行などで借り
入れする人 
【利子補給の概要】 
　対象工事限度額　３００万円 
　利子補給率　２．０％（融資利率が２．０％を下回る場合は、融
　資利率） 
　利子補給期間　５年間 
※今年度は２０棟を対象。 
　まずは、耐震改修工事に着工する前に適格認定申請をして
ください。 
●申込・問合先　建築指導課 

　近年、東海・東南海地震の発生が心配されています。そこで市は、個人の木造住宅の安全性を向上させ
るため、「安全で安心なまち」づくりを目指し、次の二つの制度で皆さんの地震対策を支援します。大地
震はいつ発生するか分かりません。万一に備え、これらの助成制度を利用し、地震に強い家づくりをしま
しょう。 

▽  

▽  

▽  

▽  

▽  

▽  

3

3
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相
互
扶
助
の
会
「
い
し
ず
え
」
―
―――

楽
し
い
ひ
と
と
き
を

相
互
扶
助
の
会
「
い
し
ず
え
」
は
、

交
流
を
深
め
る
共
同
イ
ベ
ン
ト
「
虹

の
広
場
」
を
開
催
し
ま
す
。
気
軽
に

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
期
日

９
月
２８
日
（
日
）

●
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

●
場
所

広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア

●
内
容

○
午
前
の
部
＝
ピ
ア
ノ
演

奏
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
な
ど

○
午
後
の
部
＝
ゲ
ー
ム
大
会
、
喫

茶
、
体
験
な
ど

●
問
合
先

福
祉
の
店
「
く
る
み
」

u
Ä
７
９
５
４

市
史
編
さ
ん
自
然
観
察
会
―
―
―
―
―
―

ヌ
ー
ト
リ
ア
に
会
お
う

市
は
、
川
に
す
む
大
き
な
ネ
ズ
ミ

「
ヌ
ー
ト
リ
ア
」
の
観
察
会
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日

９
月
２８
日
（
日
）

●
時
間

午
後
３
時
〜
５
時

●
場
所

広
見
東
公
民
館

●
内
容

梶
浦
敬
一
さ
ん
（
市
史
自

然
編
執
筆
者
）
に
よ
る
説
明
会
と

現
場
観
察
会

●
定
員

２０
人
（
先
着
順
・
小
学
三
年

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

●
申
込
締
切

９
月
１６
日
（
火
）

※
野
生
動
物
の
た
め
、
観
察
で
き
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

●
申
込
・
問
合
先

市
史
編
さ
ん
室

u
}
４
６
０
１

ヤ
ン
グ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
――

審
査
員
を
募
集

ヤ
ン
グ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ

実
行
委
員
会
は
、
１０
回
記
念
と
し
て

開
催
す
る
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査
員
を

募
集
し
ま
す
。

●
期
日

１１
月
９
日
（
日
）

●
時
間

正
午
〜
午
後
８
時

●
場
所

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
（
下

恵
土
）

●
資
格

高
校
生
以
上

●
内
容

出
演
す
る
ア
マ
チ
ュ
ア
バ

ン
ド
の
演
奏
を
審
査

●
定
員

１４
人
（
抽
選
）

●
申
込
方
法

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
、
氏
名
、
住
所
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
音
楽
経
験
の
有
無
を
市

文
化
芸
術
振
興
財
団
へ
連
絡
す
る

●
申
込
締
切

１０
月
３
日
（
金
）

※
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。
出
演
バ
ン

ド
は
９
月
中
旬
に
決
定
し
ま
す
。

●
問
合
先

同
財
団
u
|
３
３
１

１
、
‹
|
３
３
１
２

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
―
―
―
―
―
―

パ
ソ
コ
ン
を
学
ぼ
う

岐
阜
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
は
、
パ
ソ
コ
ン
中
級
の
受
講

者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日

１０
月
２１
日
（
火
）
〜
２４
日

（
金
）、
２８
日
（
火
）
〜
３１
日
（
金
）

の
８
日
間

●
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
今
渡
）

●
対
象
者

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ

る
５５
歳
か
ら
お
お
む
ね
６５
歳
ま
で

の
人

●
定
員

２０
人
（
抽
選
）

●
受
講
料

無
料
（
別
途
テ
キ
ス
ト

代
が
必
要
）

●
申
込
方
法

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
に
備

え
付
け
の
申
込
書
で
申
し
込
む

●
申
込
締
切

９
月
３０
日
（
火
）

●
問
合
先

可
児
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
　
　
　
u
Ä
５
８
１
１

資
源
活
用
グ
ル
ー
プ
―
―
―
―
―
―
―
―

家
具
を
再
生
し
よ
う

市
民
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
「
資

源
活
用
グ
ル
ー
プ
」
は
、
家
具
の
再

生
講
座
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日

９
月
２６
日
（
金
）

●
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
零
時

３０
分

●
場
所

広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア

●
定
員

２０
人
（
抽
選
）

●
内
容

い
す
の
座
面
張
り
替
え
や

家
具
の
ち
ょ
っ
と
し
た
修
理
な
ど

※
家
具
は
持
ち
運
び
が
で
き
る
も
の
。

●
参
加
費

無
料

●
申
込
締
切

９
月
１９
日
（
金
）

●
申
込
・
問
合
先

環
境
課

　　　　●期日　１０月１８日（土）・１９日（日）

　　　　●場所　文化創造センター（下恵土）       

　市は、健康フェア可児を開催します。医師会の
健康相談や「指先で診る健康チェック」、歯科医
師会の歯科検診など、
健康に関するイベン
トがいっぱい。気軽
にご来場ください。 
　詳しくは「広報か
に」９月１５日号に折
り込むパンフレット 
をご覧ください。 
 中村メイコさんを迎えて 
　健康フェア可児では、女優としてテレビやラ
ジオ、舞台などで活躍中の中村メイコさんを迎
えて、講演会を開催します。抽選会もあります。 
●期日　１０月１８日（土） 
●時間　午後２時～（午後零時４０分開場） 
●演題　私の生き方 
●入場料　無料（入場整理券が必要・当日券も有
　り） 
●整理券配布（一人につき２枚まで） 
　日時　９月２５日（木）午前８時３０分～ 
　配布場所　まちづくり推進課、各連絡所、川
合・中恵土公民館 

※文化創造センターでは配布しません。 
●問合先　健康増進課 

▽  

▽  

昨年の健康フェア可児の様子 募
集

いすを再生する参加者
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ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会
―
―
―
―
―
―
―

体
力
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か

市
体
育
連
盟
は
、
ウ
エ
ー
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
場
に
あ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
を
利
用
す
る
た
め
の
講
習
会

の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時

（
次
の
い
ず
れ
か
１
日
）

●
場
所

市
ウ
エ
ー
ト
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
場
（
坂
戸
・
海
洋
セ
ン
タ
ー
隣
）

●
対
象
者

高
校
生
以
上
の
人
（
子

ど
も
連
れ
の
参
加
は
不
可
）

●
定
員

各
１５
人
（
先
着
順
）

●
持
ち
物

運
動
服
、
室
内
靴
、
顔

写
真
（
縦
３
㎝
×
横
２
・
５
㎝
）

●
受
講
料

５
０
０
円

●
申
込
開
始
日

９
月
１０
日
（
水
）

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
カ
ー
ド
は
有
効
期

限
内
に
更
新
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先

同
連
盟
事
務
局

u
~
８
６
０
０

可
児
商
工
会
議
所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

消
費
税
に
つ
い
て
学
ぼ
う

可
児
商
工
会
議
所
は
、
消
費
税
の

制
度
改
正
に
伴
い
、
税
理
士
に
よ
る

講
習
会
お
よ
び
個
別
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

●
期
日
と
場
所

●
時
間

○
講
習
会
＝
午
後
１
時
〜

３
時
　
○
個
別
相
談
会
＝
午
後
３

時
１５
分
〜
５
時
１５
分

●
対
象
者

新
た
に
消
費
税
の
課
税

事
業
者
と
な
る
事
業
者
お
よ
び
新

た
に
本
則
課
税
が
義
務
付
け
ら
れ

る
事
業
者
な
ど

●
受
講
料

無
料

●
申
込
・
問
合
先

同
会
議
所

u
}
０
０
１
１

走
る
県
政
バ
ス
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

バ
ス
に
乗
っ
て
県
内
巡
り

県
は
、「
走
る
県
政
バ
ス
」
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。
気
軽
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

●
期
日

９
月
２５
日
（
木
）

●
時
間

午
前
８
時
〜
午
後
６
時

２０
分

●
集
合
場
所

可
茂
総
合
庁
舎
（
美

濃
加
茂
市
古
井
町
）

●
コ
ー
ス

高
山
陣
屋
（
高
山
市
八

軒
町
）、
飛
騨
・
世
界
生
活
文
化
セ

ン
タ
ー
（
高
山
市
千
島
町
）、「
温

故
知
新
」
運
動
推
進
県
民
会
議
に

参
加

※
昼
食
は
高
山
市
内
で
各
自
。

●
対
象
者

県
内
在
住
の
１６
歳
以
上

の
人

●
定
員

４０
人
（
抽
選
）

●
参
加
費

無
料

●
申
込
方
法

往
復
は
が
き
に
、
参

加
者
全
員
の
氏
名
と
年
齢
、
郵
便

番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記
入

の
上
、
〒
５
０
５
‐
８
５
０
８
美

濃
加
茂
市
古
井
町
下
古
井
大
脇
２

６
１
０
‐
１
中
濃
地
域
振
興
局
振

興
課
あ
て
に
送
る

●
申
込
締
切

９
月
１２
日
（
金
）

消
印
有
効

●
問
合
先

同
振
興
局
振
興
課

u
Y
３
１
１
１

期
　
日 

１０
／
３
（
金
） 

１０
／
８
（
水
） 

１０
／
１２
（
日
） 

１０
／
１８
（
土
） 

１０
／
２４
（
金
） 

時
　
間 

午
前
１０
時
〜
正
午 

午
後
１
時
〜
３
時 

午
後
７
時
〜
９
時 

午
後
７
時
〜
９
時 

午
後
７
時
〜
９
時 

  期　日 

１０／ ２ （木） 

１０／ ３ （金） 

１０／ ６ （月） 

１０／ ７ （火） 

１０／１６（木） 

１０／１７（金） 

    場　所 

広見公民館ゆとりピア 

帷子公民館 

福祉センター（今渡） 

下恵土公民館 

川合公民館 

平牧公民館 

  期　日 

１０／２０（月） 

１０／２２（水） 

１０／２４（金） 

１０／２８（火） 

１０／２９（水） 

１１／ ４ （火） 

   場　所 

桜ケ丘公民館 

広見東公民館 

久々利公民館 

姫治公民館 

中恵土公民館 

春里公民館 

   期　日 

 １１／ ５（水） 

       個別相談のみ 

 １ ／１４（水） 

 １ ／１５（木） 

 １ ／１６（金） 

 １ ／１９（月） 

  場　所 

土田公民館 

 

総合会館（市 

役所向かい） 
※午前９時～ 
　午後４時 

 
 
○ちょっと私の考えや気持ちを聞いてほしい。
知り合いにはあまり聞かれたくないのだけれ
ど、胸の内を聞いてもらいたい・・・ 

○子どもが思うようにならなくてイライラして
しまう。育児書の通りに必死にやっているの
に・・・ 

○日常の中で、私がもっと輝くことを探したい。
私の持っている力を生かしたいので、何か良
い情報はないかしら・・・ 

○なんだか、憂うつな毎日。夫にまた怒鳴られ
るかと思うとイヤになって。私が悪いからな
のか、あきらめないといけないのか。アドバ
イザーの人になら話してもいいかも・・・ 

○堅苦しい感じのする「相談室」には入りにく
い。誰でもふらっと立ち寄ってＯＫ、という

のなら、試しにのぞいてみようかな・・・ 
　今月から始まった「人と情報の交流サロン」。 
　ここは、すべてを解決するところではありま
せん。また、こうしなさいと強制するところで
もありません。一人で悩みを抱え込んでいたり、
生き方を考えたりしている時に、一緒に考え、
いろいろな情報を提供し、ほっと肩の荷が降ろ
せるところを目指しています。 
　専任のアドバイザーが皆さんの話を受け入れ
てお聞きします。個別での相談にも応じます。 
　また、イベントや講演会、講座などのお知ら
せや、各種団体の活動など、生き生きと暮らす
ためのヒントを、順次紹介していく予定です。 
　毎月第１土曜日に文化創造センターで開催し
ていますので、気軽に、どなたでもお越しくだ
さい。 
●問合先　総合政策課  

男女共同参画社会への道 vol.47
明日輝くあなたのために 
――――――― 一人で悩まないで 
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お
忘
れ
な
く
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

結
核
検
診
を
追
加
実
施

結
核
検
診
は
、
毎
年
１
回
受
診
す

る
こ
と
が
結
核
予
防
法
で
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
市
は
、
結
核
検
診
を
追

加
し
て
実
施
し
ま
す
の
で
、
該
当
す

る
人
は
、
検
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
該
当
者

昭
和
６２
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
人

※
た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
人
は
受

診
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

○
４
月
〜
７
月
に
市
が
行
っ
た

結
核
検
診
を
受
診
し
た
人
、
ま
た

は
３
カ
月
以
内
に
結
核
検
診
を
受

診
し
た
人
　
○
結
核
な
ど
で
診
療

中
ま
た
は
観
察
中
の
人
　
○
妊
娠

中
ま
た
は
妊
娠
し
た
と
思
う
人

○
病
院
、
学
校
、
会
社
、
事
業
所

な
ど
で
受
診
し
た
人
、
ま
た
は
予

定
し
て
い
る
人

●
日
時
と
場
所

※
問
診
票
付
き
の
予
定
表
が
各
連
絡

所
と
保
健
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

●
検
診
時
の
注
意

○
上
半
身
は
ボ

タ
ン
、
ポ
ケ
ッ
ト
、
刺
し
ゅ
う
、

プ
リ
ン
ト
の
な
い
薄
め
の
服
を
着

用
　
○
ブ
ラ
ジ
ャ
ー
、
金
属
類
、

ネ
ッ
ク
レ
ス
、
エ
レ
キ
バ
ン
な
ど

は
身
に
付
け
な
い

●
問
合
先

健
康
増
進
課

９
月
１０
日
は
下
水
道
の
日
―
―
―
―
―
―

下
水
道
で
快
適
な
暮
ら
し
を

毎
年
９
月
１０
日
を
中
心
に
１
週

間
は
下
水
道
週
間
で
す
。

【
下
水
道
が
で
き
る
と
・
・
・
】

街
が
き
れ
い
に
な
り
ま
す

汚
水
は
地
下
の
下
水
管
（
汚
水
管
）

を
通
っ
て
流
さ
れ
る
の
で
、
ド
ブ
の

な
い
き
れ
い
な
街
に
な
り
ま
す
。
ま

た
蚊
や
ハ
エ
の
発
生
を
防
ぎ
、
伝
染

病
の
予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

水
洗
ト
イ
レ
が
使
え
ま
す

汲
み
取
り
式
の
ト
イ
レ
に
比
べ
て
、

に
お
い
も
な
く
、
明
る
く
さ
わ
や
か

で
衛
生
的
に
な
り
ま
す
。

川
や
海
が
き
れ
い
に
な
り
ま
す

汚
水
は
下
水
管
（
汚
水
管
）
で
集

め
ら
れ
て
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
き
れ

い
に
し
て
か
ら
川
に
放
流
さ
れ
る
の

で
、
水
質
が
改
善
さ
れ
て
魚
や
川
の

生
き
物
た
ち
が
戻
っ
て
き
ま
す
。

※
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
地
域
で
、

ま
だ
接
続
し
て
い
な
い
人
は
早
め

に
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
先

下
水
道
課

案
内

市職員を募集  
市は、平成16年度の新規採用職員を次のように募集します。 
受験資格や試験についての詳細は、必ず試験案内で確認してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●申込方法　秘書課に備え付けの申込書に必要事項を記入し、受付期間
（土、日、祝日を除く）の午前８時30分から午後５時までに、同課へ申し込む。
郵送の場合は必着。 

●問合先　秘書課 

保健師 
１人 
昭和52年４月２日以降に生まれた人で、保健師免許を有
するか、平成16年３月31日までに取得見込みの人 
９月１日（月）～９月26日（金） 

　期日　10月19日（日） 
　場所　総合会館（市役所向かい） 
　内容　択一式による教養試験および専門試験 
 
　期日　11月下旬（予定） 
　場所　未定 
　内容　個別面接試験および作文試験 

試 験 区 分  
採 用 予 定 人 員  
 
受 験 資 格  

受 付 期 間  
 

一 次 試 験  
 
 
 
二 次 試 験  

▽
 

▽
 

▽
 

▽
 

▽
 

▽
 

２４ 
（水） 

２５ 
（木） 

２２ 
（月） 

１８ 
（木） 

１７ 
（水） 

９ 
（火） 

１２ 
（金） 

１９ 
（金） 

１７ 
（水） 

１８ 
（木） 

２９ 
（月） 

２５ 
（木） 

２４ 
（水） 

１６ 
（火） 

１９ 
（金） 

２６ 
（金） 

９月のごみ・リサイクル資源収集日 

収 集 地 区  
缶 

ペットボトル 
トレイ資源 

金物類 
粗大ごみ 

中恵土・下恵土・禅台寺・徳野南・ 
平貝戸・明智・石森・石井 

今渡・土田 

菅刈・西帷子・緑・鳩吹台・ 
若葉台・虹ケ丘 

東帷子・愛岐ケ丘・長坂・ 
光陽台・長洞・帷子新町 

川合・川合北・谷迫間・清水ケ丘・ 
日本ランド・美里ケ丘・坂戸・矢戸 
塩・塩河・室原・坂戸台 

久々利・羽崎・二野・緑ケ丘・ 
羽生ケ丘・瀬田・柿田・しらさぎ・ 
渕之上 

下切・北姫ニュータウン・ 
みずきケ丘・今・広眺ケ丘・広見 

桜ケ丘・皐ケ丘・桂ケ丘・小滝苑・ 
柿下・大森・松伏・大森台・星見台 

   期　日　   

９／２５（木） 

９／３０（火） 

１０／ ２ （木） 

１０／ ７ （火） 

１０／ ８ （水） 

１０／ ９ （木） 

       時　間 

１３:３０～１４:３０  

 

１３:３０～１４:００ 

１３:３０～１４:３０ 
 

　場　所 

土田公民館 

帷子公民館 

春里公民館 

姫治公民館 

下恵土公民館 

今渡公民館 

　期　日 

１０／１５（水）
 

 

１０／１６（木） 
 

１０／２９（水） 

 

　　時　間 

１３:３０～１４:００ 

１４:３０～１５:００ 

１３:３０～１４:３０ 

１５:００～１６:００ 

１３:３０～１５:００ 
 

　 場　所 

久々利公民館 

広見東公民館 

桜ケ丘公民館 

平牧公民館 

総合会館（市 

役所向かい） 

9月の税金 
 

国民健康保険税 
介護保険料 ４期 

※９月３０日までに納めま 
　しょう。 
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心
配
ご
と
相
談

●
期
日

９
月
１６
日
（
火
）、
２４
日

（
水
）

●
時
間

１
時
〜
４
時

●
場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
今
渡
）

法
律
相
談

●
期
日

９
月
１６
日
（
火
）、
２４
日

（
水
）

●
時
間

１
時
〜
４
時
（
受
け
付
け

は
２
時
ま
で
）

●
場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

人
権
相
談

●
期
日

９
月
１２
日
（
金
）

●
時
間

１
時
〜
４
時

●
場
所

図
書
館
本
館
（
広
見
）

国
税
の
出
張
相
談

●
期
日

９
月
１１
日
（
木
）
、
２５
日

（
木
）

●
時
間

１０
時
〜
３
時

●
場
所

市
役
所
１
階
相
談
室

行
政
相
談

●
期
日

９
月
１２
日
（
金
）

●
時
間

１
時
〜
４
時

●
場
所

市
役
所
１
階
相
談
室

住
宅
（
建
築
）
相
談

●
期
日

９
月
１９
日
（
金
）

●
時
間

１
時
〜
４
時

●
場
所

市
役
所
１
階
相
談
室

※
耐
震
、
住
宅
性
能
表
示
制
度
、
保

証
制
度
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

発
達
と
教
育
の
相
談
会

●
期
日

９
月
１７
日
（
水
）

●
時
間

１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

●
場
所

総
合
会
館
分
室
（
Ｊ
Ｒ
可

児
駅
西
）

●
申
込
・
問
合
先

教
育
研
究
所

u
Ä
４
８
４
１

こ
と
ば
・
発
達
相
談

●
日
時

平
日
の
３
時
３０
分
〜
４
時

３０
分
に
電
話
で
受
け
付
け
、
調
整

●
場
所

養
護
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
可

児
警
察
署
西
）

●
申
込
・
問
合
先

同
セ
ン
タ
ー

u
|
０
２
５
５

子
ど
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談

●
期
日
と
場
所

○
９
月
１４
日
（
日
）

＝
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
（
下
恵
土
）

○
９
月
１５
日
（
祝
）
＝
福
祉
セ
ン

タ
ー

●
時
間

１
時
〜
４
時

※
「
生
涯
楽
習
相
談
」
も
受
け
付
け

ま
す
。

保　健 保　健 
 
 
ポリオ 
●期日と場所　○９月１２日（金）＝
帷子公民館　○９月１７日（水）＝今
渡公民館　○９月２４日（水）＝土田
公民館　●受付時間　２時～２時３０
分　●対象者　投与日を基準とし
て、生後３カ月から９０カ月までの乳
幼児で、未投与者と１回投与済者 
※２回目投与は、１回目との間隔を
６週間以上空けてください。 
 
あこがれママ教室 
●期日　○２課＝９月１２日（金）
○３課＝９月１９日（金）　●受付時
間　９時２０分～９時３０分　●場所
保健センター　●内容　○２課＝妊
婦体操（運動のできる服装、飲み物
を持参）、歯の衛生（歯ブラシ、手鏡、
コップを持参）　○３課＝臨月から
お産、乳房の手当て 
 
献血 
●期日　９月２３日（祝）　●時間
１０時～１時、２時～４時　●場所
ユニー可児店（中恵土） 
 

母子健康手帳交付 

●期日　毎週金曜日（祝日を除く）
●受付時間　９時１５分～９時３０分
●場所　保健センター 
 
こども相談 
●期日　９月１１日（木）　●受付
時間　９時～１０時３０分　●場所
保健センター　●対象者　乳幼児
を持つ人 
 
３歳児健康診査 
●期日　９月１７日（水）　●受付
時間　１時～１時１５分　●場所
保健センター　●対象者　１２年８
月１６日～３１日生まれ 
 
３種・２種混合（初回・追加） 
●期日　９月１９日（金）　●受付
時間　２時～２時３０分　●場所
桜ケ丘公民館　●対象者　生後５
カ月以上９０カ月未満　○３種＝百
日ぜきにかかったことのない子（３
～８週間の間隔で３回接種）　○２
種＝百日ぜきにかかったことのある
子（４～６週間の間隔で２回接種） 
※追加接種は初回終了後１年～１年
半の間隔で行います。 
 

離乳食相談 

●期日　９月１６日（火）　●受付時
間　２時～２時１５分　●場所　保健
センター　●対象者　離乳期の乳児
を持つ人 
 乳児健康診査・ツベルクリン 

●期日　９月１６日（火）　●受付時
間　１時～１時１５分　●場所　保
健センター　●対象者　１５年５月
１日～１５日生まれ 
 
こども歯みがき相談 
●期日　９月１２日（金）　●受付
時間　１時２０分～２時　●場所
保健センター　●対象者　１３年
４・５月生まれ　●内容　歯科健
診、染め出し、ブラッシング指導、
おやつ指導　●持ち物　母子手帳、エ
プロン、タオル、歯ブラシ、手
鏡、コップ●申込先　健康増進課
（前日までに） 
 
健康講話 
●期日　９月１８日（木）　●時間
１０時～１１時　●場所　可児川苑（坂
戸）　●対象者　６０歳以上の人
●内容　結核予防 

乳児健診・１歳６カ月児健診・３歳児健診と保健センターで行われる予防接種の番号札は、午前８時３０分から受付に用意しています。番号札を
利用する場合は、母子健康手帳を持参の上、お越しください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ●問合先　健康増進課 

無
料
相
談

広報かに 2003.9.1



19 広報かに 2003.9.1

あ
て
先
：
広
見

一
丁目１番地広報かに「

みん
な

の
え
が
お
係
」

http://www.tosyokan.kani.gifu.jp/

本 館  
帷 子 分 館  
桜 ケ 丘 分 館  

u~５１２０
uÇ８５３０
uÅ３４７３ 

可 児 市 の人 口と世 帯  
（ ８月１日現在） 

●人　口……９７，１７５人
（男４８，２９４人、女４８，８８１人） 

（先月より９９人増、 
昨年同月より１，０９６人増） 

●世帯数…３３，５７８世帯 

展示のご案内 

敬老の日に読みたい本 

休館日 

西垣てんまくん（
１歳・緑ケ丘） 渡辺まなとくん（１０カ月・西帷子） 井口さやかちゃん（７カ月・菅刈） 

ひまわり号巡回予定表 

９／１２
（金） 

１７
（水） 

１８
（木） 

１９
（金） 

２４
（水） 

月　日 場　　所 時　間 
春 里 連 絡 所  
光 陽 台 四 丁 目 公 園  
西 可 児 中 学 校  
柿 下 公 民 館  
緑ケ丘二丁目バス停  
羽 生 ケ 丘 公 民 館  
東 明 小 学 校  
旧 姫 治 連 絡 所 南  
今 公 民 館  
清 水 ケ 丘 集 会 所  
南 帷 子 小 学 校  
奥山台あすなろ公園  
松 伏 団 地  
旭 小 学 校  
福 寿 苑  
久 々 利 連 絡 所  
大 平 公 民 館  
し ら さ ぎ 団 地  

２：１０～２：５０ 
３：００～３：４０ 
３：５０～４：３０ 
１：３０～２：００ 
２：１０～２：５０ 
３：０５～３：３５ 
３：４５～４：３０ 
１：３０～２：００ 
２：１０～２：４０ 
２：５５～３：３０ 
３：４５～４：３０ 
１：３０～２：０５ 
２：２０～２：５０ 
３：１０～４：３０ 
１：３０～２：００ 
２：１５～２：４５ 
３：００～３：３０ 
３：５０～４：３０ 

 
 
　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●日時と場所　○本館＝毎週土曜日午後
２時～　○帷子分館＝毎週土曜日午後
２時～、第２・４木曜日午前１０時３０分～
（幼児向け）○桜ケ丘分館＝毎週土曜日
午前１０時３０分～ 

●内容　絵本の読み聞かせ、お話、紙芝居、
本の紹介など 

※９月２７日（土）は本館で人形劇があります。 
 

 
 
 
 
 
 
 
　９月１日（月）、８日（月）、１５日（祝）、１６日（火）、   
　   ２２日（月）、２３日（祝）、２９日（月）、３０日（火） 
１０月１日（水）～３日（金） 

※９月３０日（火）は館内整理日です。１０月１日
（水）～３日（金）は蔵書点検のため、臨時
休館します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●「布からステキな作品が」展 
　９月１０日（水）まで（本館） 
●「私にも描ける絵手紙」展 
　９月１３日（土）～２８日（日）（本館） 
●「新美南吉　生誕９０年」展 
　９月２８日（日）まで（帷子分館） 
●「詩を楽しみましょう」展 
　９月２８日（日）まで（桜ケ丘分館） 
 
 
『百まで生きて三日寝て死のう』　東畑朝
子著（グラフ社）：著者は栄養士。元気で長
生きするための１８のヒントを、食事や習慣
など誰にでもできることから紹介していま
す。「百まで生きて、三日寝て死ぬ」とい
う理想の生き方を実現しましょう。 
 
『６０歳から国家試験に合格する法』　成川
豊彦著（ＰＨＰ研究所）：これまでの人生で
得てきたノウハウや知識を生かし、資格と
いう新しい力を加えて再スタートを切りま
しょう。資格試験の神様と呼ばれる著者が
合格の秘けつを伝授します。 
 
『いのち、生ききる』　日野原重明・瀬戸内寂
聴著（光文社）：ベストセラー『生きかた上手』
の著者日野原重明さんと、６２歳から１４年
かけて『源氏物語』を訳した瀬戸内寂聴さん。
日本を代表する元気で長寿な作家二人の対
談集です。読めば元気を分けてもらえます。 



広報かには古紙配合率１００％･白色度８０％再生紙を使用し、  
地球に優しい大豆油１００％のインキで印刷されています。 

編集・発行／可児市役所  〒５０９-０２９２  岐阜県可児市広見一丁目１番地 
u （０５７４）~１１１１　FAX （０５７４）}０３４５　URL  http://www.city.kani.gifu.jp/

いきいきマイタウン 番組案内 
ケーブルテレビ可児７ch放送 ケーブルテレビ可児７ch放送 

●放送時間　土・日曜日（７：３０・１２：３０・１４：００・２０：００・２２：００） 
　　　　　　月～金曜日（７：３０・１２：３０・２０：００・２２：００） 

※番組の内容や時間は変更することがあります。 

VOC成分 
　 ゼロ 

10３ 

●屋外広告のルール 

★シリーズ：好きなのはカニダー 

　屋外広告を出すには、自分の敷地内でも許
可が必要だということを皆さんは知っていま
すか？このように、屋外広告には決められた
ルールがあるということを学びます。 

９／６ 

１２ 
〜 

●いまさら聞けないパソコン用語 
　＜第１集＞ 

★シリーズ：図書館だより 

　家庭にも広く普及しているパソコン。利用
する際に、たくさんの専門用語に接すること
になりますが、意味がわかりますか？ 

９／１３ 

１９ 
〜 

●パソコンもリサイクル 

★シリーズ：学校めぐり 

　１０月から、全国でパソコンのリサイクル
が始まります。先行している家電４品目とは
その方法が異なりますので、この機会にしっ
かり覚えましょう。 

９／２０ 

２６ 
〜 

●うるおいライフ 

★シリーズ：市役所の豆知識 

　高齢者大学は、来年度設立３０年目を迎え
ます。各講座やクラブを紹介するとともに、
記念講演やシンボルマーク公募など、実行委
員会の取り組みをお伝えします。 

９／２７ 

１０／３ 
〜 

　
「
介
護
・
・
・
。
若
い
家
族

や
自
分
に
は
ま
だ
関
係
な
い
」
。

そ
う
思
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
し
か
し
お
年
寄
り
は
、
転
ん

で
骨
を
折
り
、
そ
れ
が
原
因
で

出
掛
け
る
の
が
恐
く
な
り
、
家

に
こ
も
る
う
ち
に
寝
た
き
り
に

な
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
ん
な
身

近
に
起
き
得
る
話
を
聞
く
と
、

自
分
や
家
族
も
「
い
つ
か
は
」

と
不
安
に
な
り
ま
す
。 

　
今
回
、
支
援
セ
ン
タ
ー
の
介

護
予
防
に
関
す
る
活
動
に
触
れ
、

ボ
ケ
な
い
、
介
護
さ
れ
な
い
た

め
、
自
分
で
で
き
る
う
ち
に
予

防
す
る
と
い
う
大
切
さ
を
実
感

し
ま
し
た
。 

　
今
後
も
こ
う
い
っ
た
予
防
活

動
を
、
紙
面
で
応
援
で
き
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
　
　
　
（
佐
） 

表　紙　の　人 

田中宏明  さん 
　小さいころから体が弱か

った田中さん。まず走るこ

とから始めようと、中学校

時代に陸上部で体力づくり

に取り組みました。多治見

北高校の定時制に進学してからは、定時制通信制

陸上競技の全国大会への出場が目標となりました。

授業が終わる夜の９時から１時間半ほどの厳しい

練習を積み重ね、３年生の今年は、４００メートル

障害と４００メートルリレーの岐阜県代表として、

８月、国立競技場での全国大会への出場を果たし

ました。 

　陸上ですっかり体力を付けた田中さんは、来年

大学の医学部を目指し受験に挑戦します。「小児

科医になるのが夢です。自分のこの経験を生かせ

るといいですね」とさわやかな笑顔で話します。 

 

自由に飛び回り、メランポジウムのみつを吸うモンシロチョウ。 
まだまだ残暑の厳しい中、ほっと心の休まる風景です。 

（久々利） 
 

初秋の風に吹かれて 


